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― 仮設で使った基礎を復興の基礎へ ―

①応急仮設住宅で
使用して…

②災害公営住宅や
　復興施設で
　　　再利用する

基礎を使い捨てない「復興基礎循環モデル」
応急仮設住宅の建設では、短期間で施工が求められる一方、役目を終えた後には撤去する必要があります。
ラスコジャパンでは、撤去・再利用が可能な簡易基礎「スパイクフレーム工法」を活用し、〝応急仮設住宅で使用した基
礎を災害公営住宅や復興施設へ再利用する「復興基礎循環モデル」〟を構想しています。
基礎を「仮設だから使い捨てる」のではなく、復旧から復興へ引き継ぐ資産として捉えることで、廃棄物の削減、資材
の有効活用、復興時の迅速な施設設備を目指します。

② フレームを組み立てます

③ 基礎金物に鋼管を挿し込みます

④ 電動工具で鋼管を地中に打込みます

⑤ 基礎完成

施工手順

① 基礎金物を置きます

スマートフォンから
施工動画へアクセス→

スパイクフレームは「建築技術性能証明」を取得した BGF 工法を利用した基礎工法で「建築確認申請」ができます

◁小型風力発電

△熱中症対策用日よけ

フレーム
　　構造物の大きさに
合わせて製作できます

鋼管 BGF 金具
材質：鋳鋼
            （溶融亜鉛メッキ）
重量：約 8.5kg

BGF 金具に通した鋼管を
電動工具で地中に打込んで
基礎を作ります

スパイクフレーム使用例 コンテナハウスや木製小屋などに利用されています
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ラスコジャパンの基礎で
『災害用設備』を開発しませんか？
新基礎工法も続々開発中です！

大募集！ 防犯カメラやアンテナなどの支柱に
ご利用いただける基礎工法もあります。


